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別 紙 ３ 

平成２７年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ３ コンテンツ，データ，メディア教育 
 
 ２．研究課題名  国内外の大学間連携を踏まえた情報教育用教材の開発 
 
 ３．研 究 期 間  平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

小松川 浩 千歳科学技術大学・グローバルデザイン学

科 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

林 康弘 千歳科学技術大学・グローバルデザイン学

科 助教  

金子 大輔 北星学園大学・経済学部 准教授  

黄 松愛 中国・東北師範大学・伝媒科学院 准教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

稲垣知宏 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

庄 ゆかり 広島文教女子大学・教養教育部 准教授  

佐々木 整 拓殖大学・工学部 教授  

稲葉 利江子 津田塾大学・学芸学部 准教授  

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

近年、MOOC 等、ICT を活用した教育の試みが注目されており、様々な教育・学習手法や教材開発

が推進されつつある。どのような学習項目にどのような教育・学習手法や学習教材を使うことが効

果的であるかといった実証的データを踏まえた分析は、今後、個々の学習履歴データ等を用いて検

討されていくことと思われる。 

このような背景を踏まえ、本研究では、特に大学生を主対象とした一般情報教育における教材の

開発を大学間連携で行うための検討を進めることを目的とした。また、日本に留まらず、海外での

活用も視野においた開発を想定し、当該教材を用いた国内外の教育連携や協調教育環境なども想定

の範囲とした。 

 研究代表者・分担者は、これまで情報教育の教育・研究、教育学習支援システムの開発・運用な

らびに ICT を活用した教育の質保証や学習のあり方等の研究を進めている。本研究の経費を用い、

大きく 2 回に分けた研究打ち合わせ、および韓国 KERIS からのデジタル教科書に関わる講演会を開
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催し、韓国 KERIS で活用しているソフトウェアを参加者がそれを実際に確認できるようなデモンス

トレーションの機会を作った。 
 

1．研究打ち合わせ 

 ・各大学における一般情報教育の実施状況についての情報共有に関するもの 

・一般情報教育において、特に情報の信頼性に関わる学習者の認知度の計測とルーブリック評価

に向けた検討に関するもの 

 

2. 講演会（デモンストレーション含む）の開催 

講演者   Kim HanSung 
Researcher, Digital Textbook Unit,Educational Information Division, 
Korea Education and Research Information Service (KERIS) 

タイトル 「韓国におけるデジタル教科書ポリシー」 
場所   情報基盤センター北館 4 階会議室 
日程   2016 年 3 月 28 日 午後 3 時～5 時 
参加人数 14 名 
 
 


